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Tlcarcillin(TIPC)はFig.1に 示 す よ うにCarbeni- 

cillinに 類 似 した構 造 を有 し,そ の抗 菌 スペ ク トル,抗 菌

力,尿 申排 泄 率 か ら尿 路 感 染 症 に 効果 が期 待 され1) 2) 4), 

と くに緑 膿 菌 に 対 す る抗 菌力 が す ぐれ て い る3)こ とか ら

慢性 複 雑 性 尿 路感 染 症 に 適応 して い る と考 え られ る.

今回われわれは,本 剤について各種尿路感染症,と く

に難治といわれる尿路系手術後を含む複雑性尿路感染症

に対 して,そ の臨床的効果および細菌学的効果の検討を

加えたので報告する。

I 対 象

対象は昭和51年10月 から昭和52年4月 までに 当科 に

入院 した患者で,慢 性複雑性膀胱炎11例,慢 性複雑性腎

孟腎炎2例,急 性単純性膀胱炎1例 の計14例 で あった

(Table1)。

基礎疾患として尿路結石症(術 後を含む)5例(No.

4, 6, 8, 9, 10),前 立腺肥大症術後2例(No. 1, 2), 

膀胱腫瘍2例(No. 3, 14),神 経因性膀胱1例(No. 13), 

前立腺癌1例(No. 7),尿 道 カルンッラ1例(No. 5),

膀胱結石と神経因性膀胱の合併をもつ1例(No. 12)の

慢性複雑性尿路感染症13例 と尿道下裂による急性単純性

膀胱炎1例(No. 11)の 計14例 である。年令分布は10才

から72才.性 別は男8例.女6例,投 与中カテーテル留

置 を行 な って い る もの は4例 で あ った(No. 1, 12, 13, 

14)。

II 投 与 方 法

Ticarcillin 1日2～4gを1～4回 に 分 け て 静注(生

食 液20m1に 溶解 して3分 間 で 投 与)ま た は点 滴 静 注(ラ

クテ ック。 乳 酸 リコ ゲル 液250, 500mlに 溶解 して120

～240分 聞 で 投 与)に よ って投 与 し,投 与 期 間は5日 ～

15日 間 で あ った 。 また,抗 菌 製 剤 はTicarcillin単 独 投

与 と した。

III 効 果 判 定

効果判定は本年6月 の日本化学療法学会で発表された

UTI薬 効評価基準(Table2)に 準 じ,臨 床成績として

総合評価 した。

IV 臨 床 成 績

臨床成績はTable1に 示 したとおりである。 これら

の症例を上記の判定基準に従ってその成績を調べてみる

と,慢 性複雑性尿路感染症13例 中,著 効1例,有 効7例

(61.5%),5例 が無効(38.5%)で,急 性単純性の無効

1例 を加えて計14例 中8例 に効果が認められた。

V 細 菌 学 的 効 果

症 例14例 中 単 独 感 染 は11例(但 しPr. vulgarisとPr . 

morganiiはProteus spp.と す る) (No. 1, 4, 5, 6, 

7, 8, 9, 10, 11, 12, 13)で,そ の 内 訳 はPs. aerugi- 

nosa 1例(No. 10), Priteus spp. 4例(No. 7, 8, 12, 

13), E.coli 2例(No. 5, 9), Serratia marcescens 2

例(No. 1, 4), Staph. epidermidis 1例(No. 6), St- 

reptococcus 1例(No. 11)で あ っ た 。 陰 性 化 例 は6例

(No. 6, 8, 9, 10, 12, 13) ,減 少1例(No. 5),存 続

2例(No. 1, 4) ,菌 交 代2例(No. 7, 11)で あ り,菌

交 代 例 はProteus spp.か らE. coliに, Streptococcus 

はKlebsiellaに 交 代 した も の で あ る 。 減 少 を 陰 性 化 と

み な す と 細 菌 学 的 効 果 は77.8% (7/9)で あ った(た だ

Fig. 1 Chemical structure of ticarcillin

Generic name : Ticarcillin sodium (code : TIPC) 

Chemical name : N- (2- carboxy-3 , 3- dimethyl- 7- 

oxo- 4- thia- 1—azabicyclo •k3. 2. 0•l 

hept- 6- yl) -3- thiophenemalona- 

mic acid aisodium salt 

Molecular formula (M. W.) : C15H14O6N2S2Na2 

(428. 4)
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Table 1 Clinical results
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with ti carcillin
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(1) Pyuria

(2) Bacteriuria

し,菌 交 代 は除 く)。

混 合 感 染 は3例(No. 2, 3, 14)で,Proteus spp.の

分 類 を 行 なわ ず にみ る とProteus spp. +Ps. aeruginosa 

1例(No. 2), E. coli+ Proteus spp. 2例(No. 3, 14)

で あ り,No.14はSerratia liguefaciensに 菌 交 代 して

い るが103コ /ml未 満 のた め 消 失 とみ なす と,消 失 は1

例 だ け で 他 の2例 は存 続 で あ ったO単 独 感染+混 合 感 染

の細 菌 学 的 有効 率 は66.7%(8/12)と な る。Ps. aerugi- 

nosa感 染 例 に つ い て み る と混 合 感 染 の1例 を 含 め て2

例 と もPs. aeruginosaは 消失 して い たが,Serratia spp.

には 効 果 を示 さ ず,ま たE. coliに つ い て も あ ま りよい

Table 2 Overall clinical efficacy

Table 3 Distribution of susceptibility of clinically isolated bacteria to ticarcillin

Inoculum size : 108 cells/ml
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結 果 は得 られ な か った 。 これ らの 結 果 は,Table3に 示

した 投与 前 後 の 尿 か ら得 られ た 分 離 菌 のMICの 分 布 か

らみ て もE. coli, Sermtiaは 全 て100μg/ml以 上 で,

細 菌学 的 効 果 とMIC分 布 の結 果 が 一致 して い た。

VI 副 作 用

血 液 一 般,GOT, GPT, alkaline phosphatase, BUN, 

serum creatinineな ど臨 床 検 査所 見 につ い て 本 剤投 与 前

後 に比 較 してTable4に 示 した 。 血 液 所 見,肝 機 能,

腎機能所見には著変を認めなかった。

症例10に おいてtransaminaseの 高値が見られるが,

本剤投与前からchronic hepatitisを 合併 してお り,投

与後とくに増悪 したような所見は見られなかった。他に

自覚症状として副作用を認めたものはなかった。

VII 考 按

対象を慢性複雑性尿路感染症 としたためか細菌尿の完

全陰性化を認めたものは,14例 中4例(No.6, 8, 9,

Table 4 Laboratory findings after treatment with ticarcillin
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10), 28.6%と 少 なかった。少ない症例ではあるがPs. 

aeraginosaで は2例 共MICが100μg /ml以 上 を示 し

たにもかかわらず,菌 の消失が見られた。膿尿に対する

効果は前立腺肥大症術後を含む複雑性尿路感染症を対象

としたためか非常に低く,膿 尿が正常化もしくは改善を

みたものは14例 中3例 で21.4%に す ぎなかった。

難治性尿路感染症を治療 していく上で問題となるのは

Pseudomonas, Proteus,耐 性E. coli, Serratia等 の

gram陰 性桿菌を主とした薬剤高度耐性菌の増加ならび

に菌交代現象であるが,こ れに有効なア ミノ配糖体を中

心とした治療薬の毒性は一般に強 く,ま たgram陰 性桿

菌に感受性を持つといわれるCBPCに しても,大 量投

与により血中濃度の増加をはからねばならないが,今 回

Ticarcillinは 投与量についてみると1日2g投 与4例 中

の有効は1例(Ne.5),1日4g投 与8例 中6例(No. 6, 

8, 10, 12, 13, 14)有 効で,4g程 度 まで投与すると

満足すべき臨床効果が得られた と考えられる。

しかし,慢 性複雑性尿路感染症に対 しては起因菌を確

認 し,主 にPseudomonasとProteus spp.を 対象に短

期間で充分な効果が得られるような投与を行ない,耐 性

E. coliやSerratla等 の出現を避けるため長期連用は

控えるべきだと考える。

ま と め

慢性複雑性尿路感染症13例 と急性単純性尿路感染症1

例に対 してTicarcillinを 使用 し,そ の治療成績を検討

し,次 の結果を得た。

1) 治験例14例 中総合的効果は著効1例,有 効7例,

無効6例 で有効率57.1%で あ った。

2) 分離菌別臨床効果では,陰 性化7例,減 少1例,

存続4例,菌 交代2例 であった。細菌学的有効率は66.7

%(菌 交代例を除 く)で あった。

3) 副作用については,血 液 一般 肝機能,腎 機能に

は投与前後で異常な変動は見られなかった。
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Ticarcillin was administered to 14 chronic complicated urinary tract infections, studied in clinical trials and 
the followings were observed. 

1. The clinical evaluation rate was 57. 1% (excellent; 1, good; 7, poor; 6 cases in 14 cases). 

2. Bacterial response on isolated organisms was eliminated in 7, suppressed in 1, unchanged in 4 and 
replaced in 2. Bacterial effective rate was 66. 7% (excluded 2 cases of replaced). 

3. No side effects and laboratory findings were noticed before and after administration of ticarcillin.


